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　2025年 1月 13日にあさぎり町須恵文化ホールにおいて「Masters 2nd　Concert」を行いました。
地域おこし協力隊の活動報告、オーボエ演奏に加え音楽大学時の同級生４名とのアンサンブル。また、
町内のオカリナクラブやまびこ、あさぎり中学校吹奏楽部にも出演いただきました。たくさんの感動と
音楽の素晴らしさを共感できる時間でした。ご来場いただきました皆さまにおかれましては心より感謝
申し上げます。コンサートは次年度も開催を予定しております。
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出演者、スタッフ、来場者全員での合唱 「今日の日はさようなら」

たくさんの温かい拍手　ありがとうございました！！

フルートパートクラリネットパート

前日 1月 12日
あさぎり中学校吹奏楽部へ行き楽器の
レッスンも行いました。
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期 日 令和 7年 2月 22日（土）
 午前 9時 30開会
場 所 ふれあい福祉センター『かえで館』
 （あさぎり町岡原北 929番地）
主 催 社会福祉法人
 あさぎり町社会福祉協議会

　今回の被表彰者には『かえで館まつり』の地域福祉功労表彰式にて表彰状と記念品の授与が行わ
れます。まつりの様子は後日ホームページにて紹介いたします。

イベント
・地域福祉功労表彰式 …………  9：30～
・オーボエミニコンサート ……  9：45～
・健康マージャン大会 …………10：00～
（対象：教室受講者）
・脳トレパズル大会
・モルック大会 …………………10：30～
・文化協会展示・軽トラ朝市・マルシェ

今年度も『かえで館まつり』を開催いたします。
地域の皆さまに楽しんでいただける内容となって
おりますので、是非ご参加ください。

表彰区分 氏　　名 施設名 / 地区名 備　　　考

永年勤続功労

竹 内 　 雅 世 社会福祉法人まこと保育園 私立保育施設 25年以上勤務
梅田　亜由美 社会福祉法人まこと保育園 私立保育施設 25年以上勤務
松 永 　 千 秋 社会福祉法人まこと保育園 私立保育施設 25年以上勤務
岩 本 　 純 子 第二つつじヶ丘学園 私立社会福祉施設職員・30 年以上勤続
田原　かおり 社会福祉法人まどか保育園 私立社会福祉施設職員・30 年以上勤続
津崎　恵美子 社会福祉法人まどか保育園 私立社会福祉施設職員・30 年以上勤続

自立更生功労 田 上 　 敦 子 柳別府（上） 身障会活動　永年
家族介護功労 森光　ヒロ子 開墾（岡原） 家族介護　永年

地域福祉功労

土田　かずえ 築地（免田） 地域福祉活動　５年以上
別府　八重子 開墾（岡原） 地域福祉活動　５年以上
久 我 　 正 盛 熊野（岡原） 地域福祉活動　５年以上
福 田 　 靜 女 今 井（ 上 ） 地域福祉活動　５年以上
吉松　スズ子 新（ 深 田 ） 地域福祉活動　５年以上
坂 本 　 哲 郎 明廿（深田） 地域福祉活動　５年以上
岩 川 　 純 子 明廿（深田） 地域福祉活動　５年以上
竹田　ちず子 明廿（深田） 地域福祉活動　５年以上
福 田 　 幸 子 明廿（深田） 地域福祉活動　５年以上
村 山 　 啓 子 明廿（深田） 地域福祉活動　５年以上
愛 甲 　 英 一 明廿（深田） 地域福祉活動　５年以上
宮 本 　 妙 子 堀 角（ 上 ） 地域福祉活動　５年以上
田 中 　 美 晴 堀 角（ 上 ） 地域福祉活動　５年以上
久 保 　 浩 子 八幡町（免田） 地域福祉活動　５年以上
荒 木 　 光 子 八幡町（免田） 地域福祉活動　５年以上

令和６年度地域福祉功労表彰被表彰者一覧

第第33回回

かえで館かえで館
まつりまつり
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〒868－0431熊本県球磨郡あさぎり町岡原北929番地
TEL：0966-47-2111　FAX：0966-43-1066

までお気軽にご連絡ください。

ご意見・ご要望・お問い合わせは

あさぎり町社会福祉協議会

https://asagiri-shakyo.or.jp/
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もしもし達者な電話ボランティアグループ
　令和 7年 1月 18日、熊本日日新聞社で行われた第 129回緑のリボン賞贈呈式に参加し、心
温まるひとときを過ごしました。朝霧の中、熊日新聞本社へ向かう道中では、復元中の熊本城や
加藤神社を訪れ、新年の始まりを感じることができました。本社に到着後は、新聞博物館を見学
し、新聞の歴史や制作過程に触れることで、熊本日日新聞社の深い歴史とその役割を実感しまし
た。初めての贈呈式に参加することに緊張を覚えつつも、14時の開式を迎えました。10団体と
4個人の活動が紹介され、盾の授与が行われる中、私たち一人一人の名前が呼ばれる瞬間は特別
なものでした。盾を受け取った際、その重さから長年の活動の意義を感じ、感慨深い思いが胸に
広がりました。式典後の写真撮影では、緊張がほぐれ、会場の雰囲気も和やかになりました。地
域のことを思い、人を思い、その思いが役に立てばと活動している仲間と思い出の一枚を残せた
ことに感謝しています。私たちボランティアは、利用者の方々から多くの力をいただきながら、
無理をせず助け合い、ゆっくり楽しく活動を続けていきたいと考えています。

もしもし達者な電話ボランティアグループ　代表　守屋幸子


